
今回は鵞足を構成する筋の触診をしていきます。 

 

 

鵞足を構成する筋の詳細 

鵞足を構成する筋は 3 つあります。 

 

  

 

 

 

鵞足と片麻痺歩行の関係 

・鵞足を構成する 3 つの筋は下腿筋膜にも停止をしています。 

  

・脳卒中の方はアキレス腱の部分が固く、腓腹筋の内側頭と外側頭が下方に下がっている方が多くいらっしゃ

います。 

  

・腓腹筋の内側頭と外側頭が下方に下がるとその緊張を代償しようとし、鵞足を構成する筋が過剰に活動する

事があります。それにより鵞足を構成する停止部の疼痛に繋がります。 

  

・しかし脳卒中の方は鵞足を構成する筋の筋緊張を高めることが出来ない可能性があることも留意すべき点で

す。 

  

以下の図をご覧ください。 



 

・こちらの図は非麻痺側下肢と麻痺側下肢の個々の筋において、その体積を調べた研究です。 

  

・薄筋のみ麻痺側下肢において筋の体積が大きい傾向である一方で、縫工筋と半腱様筋に関しては非麻痺側の

下肢と比べて萎縮している傾向にあります。 

  

・したがって下腿の筋とともに鵞足を構成する筋の筋緊張低下に対して介入する必要性もあります。 

  

 



  

骨標本をもとに筋の起始・停止と作用を確認 

 

  

  



  

  

鵞足を構成する筋の触診 

 

  

  

 


